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令和８年駒ヶ根市教育委員会　第４回定例会議事日程 

 

告示年月日　令和８年３月１３日（金曜日） 

開催年月日　令和８年３月２５日（水曜日） 

開 催 場 所　駒ヶ根市役所　保健センター２階　大会議室 

開 会 時 刻　午後２時３３分　　（教育委員会表彰式後） 

閉 会 時 刻　午後４時１８分 

 

１　開会 

２　教育長報告 

３　事業報告及び事業計画 

・定例教育委員会　４月２８日（水）午後２時００分～保健センター２階　大会議室 

４　審議案件 

議案第１号　駒ヶ根市青少年育成委員の委嘱について 

議案第２号　駒ヶ根市スポーツ推進委員の解嘱及び補欠委員の委嘱について 

５　協議事項 

（１）業務量管理・健康確保措置実施計画について 

６　報告事項 

（１）令和８年度公益財団法人駒ヶ根市文化財団の事業計画及び予算について 

（２）令和８年度一般財団法人駒ヶ根市給食財団の事業計画及び予算について 

（３）令和８年度子ども課年間事業計画（年歴）について 

（４）駒ヶ根市教育委員会事務局関係職員人事異動について 

（５）行事共催等承認申請の専決処分について 

７　その他 

（１）令和８年度市内小中学校入学者数について 

（２）令和８年度教育委員会定例会・臨時会の開催日程について 

（３）新任校長紹介に関わる分担と人事通知文書交付式について 

８　閉会
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出席者 

教　育　長 齊　藤　　　博 

教育長職務代理者 唐　澤　　　浩 

委　　　員 木　下　健　一 

委　　　員 山　田　恵　美 

委　　　員 小　池　文　弘 

 

 

欠席者 

なし 

 

 

委員以外で会議に出席した者 

教育次長 赤　羽　知　道 

子ども課長 水　野　　　毅 

社会教育課長 木　下　岳　士 

学校教育係長 塩　澤　俊　昭 

教育総務係長 倉　田　さおり 

教育総務係 赤　羽　あゆみ 

 

 

傍聴：１人（うち報道機関１人：信濃毎日新聞社） 
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会議のてんまつ 

議事日程記載のとおり 

午後２時３３分　開会 

１　開会 

○齊藤教育長　それでは、御苦労さまでございました。引き続きまして第４回定例教育委員会を

始めたいと思います。よろしくお願いします。 

 

２　教育長報告 

○齊藤教育長　教育長報告ということで、私のほうからお願いいたします。 

資料の１ページから御確認いただきながらということで、残すところ１週間、本年度もそんな

時期になりました。 

過日は小中学校の卒業証書授与式に御出席いただき、また告辞を行っていただきまして、大変

ありがとうございました。感謝申し上げます。 

私自身も２年ぶりに卒業証書授与式に出席しました。 

３月の校長会では日本一の卒業式にというようなことで次のような話をしました。 

学校の儀式的な行事の中で最も大切な式と言っても言い過ぎではないのが卒業式と入学式です。 

子どもたちは先生を選べませんでした。先生も子どもたちを選べませんでした。だけれども、

縁があって一緒に過ごし、間もなく別れのときを迎えます。○○小学校、○○中学校でよかった、

このクラスでよかった、この友達に出会えてよかった、先生に出会えてよかったと、いわゆる教

師冥利に尽きるような言葉を聞けたらいいですねと、そんな話をしました。 

先生方にとっては教員人生の中の 1回の卒業式。私も現場におりましたので、卒業式は 37回経

験しました。今回が 38 回目の卒業式でした。子どもたちや保護者、家族にとってはかけがえのな

い一回性の卒業式です。心を尽くしても尽くしても足りないということはないと、全職員でベス

トを尽くしていただきたい、そんなお話をしました。 

年度が替わって、４月６日には入学式が予定されていますが、入学式もかけがえのない一回性

の入学式ですから、ベストを尽くしていきたいと思いますと、もちろん教育委員会もベストを尽

くしますと、そんな話をして卒業式を挙行していただきました。 

とてもすばらしい卒業式だったなと、東中学校、東伊那小学校を含め、本当によかったと思い

ました。 

それでは１番です。 

昨日ですが、駒ヶ根市役所の新規採用職員の事前研修ということで、資料を用意しまして、私

の講話を１時間ほどさせてもらいました。 

自己紹介したり、少しアイスブレークしたり、いろいろ時間を使いましたが、主なものを書い

ておきましたので、教育委員の皆さんと共有させていただきたいと思います。こういうことで新

年度を迎えると、そんな話をさせてもらいました。 

（１）番は、自己紹介してくださいと言って、隣同士でやってもらい、その後、他者紹介でこ

の人はこういう方ですと語らせようと思ったのですが、個人情報とかを聞いたりしても人に伝え

ちゃいけませんよとか、話しちゃいけませんよと、そういうことも含めて、ちょこちょこっとポ
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イントを押さえながら自己紹介したり他者紹介したりしようと思ったのですが、自己紹介だけで

とどまりまして、少し注意するところはお話しさせてもらいました。 

２番、「この天　この地に　この人あり」という話をして、意味のない採用や人事異動はないと、
と き

駒ヶ根市役所に採用された、そして４月から担当の部や課に配置されることには必ず意味があり

ますと、皆さんには自身のキャリア、あるいは強みがあるはずですと話しました。 

全部で７名おったのですが、もう既に就職して社会人を経験していた方が３名、22歳から 30 歳

までの間の方で、３名はほかの職から転職してこられた方、ほかの４名は新卒の方々でした。 

それから、駒ヶ根市役所の部や課に配置されるわけですが、同じようにこれにも理由がありま

すと、その上で、自分が求められていること、なすべきことは何か――ミッションは何かという

ことを常に考えていきましょうという話をしました。 

「寺に大小あれど、住持に大小なし」と、これは誰の言葉だったかは記憶にないですが、よく

使われる言葉です。職場は様々です。だけれども仕事に大小や軽重はありませんと、そういう話

をしました。 

それから、自己紹介、他者紹介に関連づけて、聞く力と伝える力、これで職務を遂行していき

ましょうということで、以前にも教育委員会でお話ししたと思いますが、つける力について、我々

の時代はとにかく決められたものを早く多く正確にという生産性を求められた時代から、今は、

想像する力とか対応力とか、そういうものが大事になってきますという話をさせてもらいました。 

対象者はゼロ歳から本当に 100 歳を超えるような市民の方だと、いろんな世代の方が対象者で

すと、考え方も時代時代によって違いますと、我々のような 60 歳ちょい過ぎの方は、新人類と呼

ばれたような時代だったと話をして、皆さんはＺ世代のちょっと前なのでゆとり世代とかなんと

かと言われた頃ですかねというような話もしながら、対象は様々ですと、ですから、変わっては

あいけないものはもちろんあるけれども、少しずつ変えていかないと対応できませんよと、そん

な話をさせていただきました。 

２ページ目へ行きまして、要するに、「時務を知り、大節を持する。」、今このときに大切なこと

をきちんと見極めて、信念を持ってそれをやっていきましょうという話をしました。 

青山学院大学の福岡伸一先生は生物の動的平衡を唱えているのですが、動的平衡なので、動き

ながら保つという意味で、大きく変わらないために小さく変わるということなんです。 

あるいは、生物学者のダーウィンが進化論を唱えていますが「最も強い者が生き残るのではな

く、もっとも賢い者が生き延びるのでもない。唯一生き残ることが出来るのは『変化できる者』

である」という言葉を残しているという話をしました。 

そして、４番目として、働きがいと働き方、両方の改革をということです。 

働きがいのほうですが、仕事から得られる喜びとか幸福感、満足感、報酬ももちろん大事、働

きやすさも大事、仕事によって「私っていいじゃん」とか「すごいじゃん」と言う、いわゆる自己

肯定感ですが、あなたのおかげで本当に助かりましたという自己有用感――自己有用感は他者が

必ず存在しますから、ほかの方からあなたのおかげだと感謝される、そういうことが自分を高め

ていくのだと、やはり働くことによって幸せ――幸福感が得られる環境が働きがいのあるという

ことですという話をしました。 

この場面では、わざと「働く」という言葉を使わず、平仮名で「はたらく」と書きました。漢字

で書くと労働という働いて報酬を得るとなるけれど、「はたらく」と平仮名で書いるとどうですか
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と問いかけました。 

あなたはどこをはたらかせて仕事をしますか、はたらいているところはどこでしょうか、例え

ば目をはたらかせる、耳をはたらかせる、頭をはたらかせる、心をはたらかせる、きっといろい

ろなところがはたらいていると思うけれど、それには漢字を使わないほうがいいかと思い、ここ

では平仮名で書きましたと、そんなことを話しまして、必ずどこかをはたらかせて仕事をしましょ

うという話をさせてもらいました。 

ですが、私たちは公務員で、全体の奉仕者なので、全体の幸せを考えていかなければいけませ

んと、「一人だけ幸せになろうとしても、それは無理よ」と言っている人が宮沢賢治さんですとい

う話をしました。 

そうはいっても、健康、体力の保持増進というのは大事なので、栄養、運動、休養のバランス、

ライフ・ワーク・バランスは、やはり自分で見つけていかなければないところで、もっと言うと、

働き方改革も、あなたにとって働き方改革とは何ですかと言われたときに、私はこうやって働き

方を改革していますと言えるようにしましょうと話しました。 

ただ、時間外勤務の縮減というのはとても大事です。定時で終わる、仕事がきちんと終わると

いうことは大事ですが、私はこういうことで働き方を改革していきますというものを持ちましょ

うという話をさせてもらいました。 

５番の危機管理は、ラインボックス内に書いてありますが、例として帝国ホテルの藤居寬さん

のお話をさせてもらった後、よく言われる危機管理の「さしすせそ」最悪を想定し、慎重に、素

早く、誠実に、組織で対応を常に心においてやりましょうと、基本はチーム対応ですから、一人

で対応せずに、必ず上司となる係長、課長、部長に報告、連絡、相談、プラス見届けまでできれば

本当に言うことないという話をさせてもらいました。 

何とかなるは、何ともなりませんと、このくらいならいいかというのはもっと大変なことにな

るという話をしました。 

何もなかった、何も起こらなかったのではなくて、何もないようにした、何も起こらないよう

にしたということですという話をさせてもらいました。 

３ページに行って、今度は、いわゆるリスクマネジメントということで、先手を打つというこ

とが大事ですと、何手か先に後から効いてくる石が打てるかどうか、これをやっておいてよかっ

たなということがきっとあるので、それを磨いていく、それを磨くには研修しかありませんと、

教員も含めてですけれども、公務員は品格と感覚を磨く研修が大事だという話をさせてもらいま

した。 

６番、そうはいっても安らぐことを忘れてはいけませんということで、心理学者の加藤締三先

生の安らぎとはこういうことだというものを読ませていただきました。 

最後に、「新しい人よ。個性を失うな。」と書きました。これは、もう２年ほど前に亡くなって

しまいましたが、伊集院静さんという作家の方が、年２回、日本経済新聞にコメントを出すので

す。２回というのは、４月１日と１月の成人の日、新成人に向けてのコメントと新社会人に向け

てのコメントです。 

ネットにもたくさん出ているけれども、私はその２回のコメントを読みたくて日本経済新聞を

買います。ファンがいまして、結構売り切れていますが、年に２回、経済新聞を買っています。 

どこかにあると思って家の中を探し、もう色が変わって黄色くなったような新聞を探し出しま
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した。そのタイトルが「新しい人よ。個性を失うな。」で、2019 年――平成 31年４月１日の新聞

でした。 

新聞なので、増し刷りして配るということではなく、読ませてもらうねと、ネットには出てい

るからということで読ませていただきました。 

最後のラインボックスですが、一年間、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

今年度、私は 10 月に前教育長と交代して、今までとは異なるような点もあったかと思います

が、駒ヶ根市が大事にしている内から育つひたむきな子の具現化に向け、皆さんに多大な御助言

をいただいてきたこと、本当に感謝いたします。 

校長からの報告でも随所に内から育つ子どもの姿が見られ、成長を実感しているところです。

来年度も変わらぬ御助言、御指導をよろしくお願いいたします。 

それでは、本日はたくさん議題がありますので、よろしくお願いします。 

それでは進めます。 

会議に入る前に、本日ですが、告示の次第が変わり、追加提案があります。審議案件の議案第

１号・２号と協議事項の（１）、今日のレジュメには書いてありますけれども、ここが追加になっ

ておりますので、御確認いただきたいと思います。 

 

３　事業報告及び事業計画 

○齊藤教育長　それでは、３番、事業報告及び事業計画をお願いします。 

〔赤羽教育次長　事業報告及び事業計画資料により説明〕 

○齊藤教育長　それでは、今、事業計画等の説明がありましたが、よろしいでしょうか。 

ありがとうございます。 

それでは進めます。 

 

４　審議案件 

議案第１号　駒ヶ根市青少年育成委員の委嘱について 

○齊藤教育長　４番の審議案件です。 

第１号ということで駒ヶ根市青少年育成委員の委嘱について、お願いします。 

○木下社会教育課長　それでは、議案第１号　駒ヶ根市青少年育成委員の委嘱についてというこ

とで、社会教育課から説明いたします。 

６ページをお願いいたします。 

駒ヶ根市青少年育成センター設置要綱第４条の規定により下記の者を駒ヶ根市青少年育成委員

に委嘱したいとするものでございます。 

令和７年度末をもちまして今期の任期が満了になります。それに伴う全員の改選となります。 

７ページを御覧いただきたいと思います。 

令和８年度からの青少年育成委員の名簿ですございますけれども、各地区から２名なり３名、

４名という形でお出しいただきました全 35名であります。 

在任期間を御覧いただきますように、新任の方も今回は多いという状況であります。 

名簿はまた御確認いただきたいと思います。 

６ページへお戻りいただきまして、委嘱年月日でございますが、令和８年４月１日、任期は令
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和８年４月１日から令和 10 年３月 31 日までということでございまして、２年間の任期でお務め

いただきたいというものでございます。 

８ページは委嘱状の見本になっていますので、御覧いただきたいと思います。 

説明は以上でございます。 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

それでは、議案第１号の関係ですが、委嘱について御質問等がありましたらお願いします。―

―よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○齊藤教育長　それでは、このように進めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

ありがとうございました。 

 

議案第２号　駒ヶ根市スポーツ推進委員の解嘱及び補欠委員の委嘱について 

○齊藤教育長　続きまして議案第２号　駒ヶ根市スポーツ推進委員の解嘱及び補欠委員の委嘱

についてということで、別紙になりますが、よろしく願いします。 

○木下社会教育課長　それでは、引き続きまして議案第２号　駒ヶ根市スポーツ推進委員の解嘱

及び補欠委員の委嘱についてについて御説明させていただきます。 

スポーツ基本法第 32 条並びに駒ヶ根市スポーツ推進委員規則第３条及び第４条の規定により

スポーツ推進委員の下記の者を解嘱し、残任期間に補欠委員を委嘱したいとするものです。 

〔木下社会教育課長　別紙資料により説明〕 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

それでは、ただいま御説明いただきましたように解嘱と委嘱ということになりますが、確認し

ておきたいこと、御質問等ありましたらお願いします。――よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○齊藤教育長　それでは、議案第２号はこのとおりにしていきたいと思いますが、よろしいです

か。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○齊藤教育長　それでは、お認めいただいたということで、よろしくお願いいたします。 

審議案件は以上でございます。 

 

５　協議事項 

（１）業務量管理・健康確保措置実施計画について 

○齊藤教育長　協議事項のほうに参りたいと思います。 

業務量管理・健康確保措置実施計画についてということで、別冊になりますが、塩澤係長さん、

お願いいたします。 

○塩澤学校教育係長　お願いします。 

別冊の駒ヶ根市立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画案になります。 

昨年、教員給与特別措置法という法律の改正がありました。 

主な点としましては、教職調整額の引上げということで、現状の４％を数年かけて 10％に毎年



- 8 -

１％ずつ上がるという改正です。 

この改正に伴う計画を策定するものになります。 

これまで行ってきた教育職員の働き方改革をさらに推進する計画ということで、全国統一の様

式を使ったものになります。 

こちらの計画策定につきましては教育委員会の承認を得るということでありまして、今回、御

協議をお願いしたいと思います。 

内容としましては、教育委員会、学校、地域、行政が連携し、具体的な目標を掲げながら教育

職員の働き方改革を策定するものになります。 

大まかな計画のひな型というものは国や県から示されていますが、それを基にそれぞれの市町

村の実情に合わせて作成するものになっております。 

委員の皆様方には事前にお配りしておりますので、本日は要点のみの説明をさせていただきま

す。 

おめくりいただきまして２ページを御覧いただきまして、まず計画の構成になりますが、計画

の趣旨と現状、それから目標を定めまして、この計画の期間を明記しまして、実施する内容、そ

れを今後どうフォローアップしていくか、そういった構成になっております。 

それでは内容に入ります。 

まず３ページになります。 

１の計画の趣旨、現状の（１）計画の趣旨であります。 

本計画は、駒ヶ根市教育大綱の理念である「夢と希望にあふれる子どもたち」の育成と「文

化的・健康的な市民」の形成を基盤とする。子どもたちが自ら考え、行動する「内から育つ」力

を引き出すためには、教員が一人ひとりに寄り添い、「子どもと向き合う時間」を十分に確保す

ることが不可欠である。 

公務の効率化を進めるとともに、教員一人ひとりが自らの働き方プランを立てて実践するこ

とで、心身ともに健康で教育活動の邁進できる環境を構築する。 

これが本計画の趣旨となります。 

次に（２）の駒ヶ根市の現状になります。 

令和６年度の時間外在校等時間の状況になります。 

中ほどの表にありますとおり、小学校では月平均 34.04 時間、中学校では月平均 34.03 時間で、

こちらは学校から上がってきております報告に基づいての数字となっております。 

こちらの時間のさらに詳細になります。 

下段の表１ですが、令和６年度の月別の１人当たりの時間外在校等時間の平均になります。小

学校、中学校、それぞれ御覧のとおりになります。 

続いて４ページになりますが、表２としまして、月別のものをさらに細かくしたものになりま

す。小学校、中学校、それぞれ月ごとの１人当たりの時間外在校時間が 45時間以上 80 時間未満、

80時間以上 100 時間未満、100 時間以上の人数をそれぞれ表にまとめたものになります。 

その表を御覧いただきますと、表１でいいますと１人当たりの時間外在校等平均時間が 45時間

を超える月はありませんでした。 

しかし、月別の人数を見てみますと 45時間を教育職員は一定数いて、平均すると一月当たり 34

時間程度になり、先生によっては多く学校に残られている方もいるということが分かります。 
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そこまでが現状です。 

次に４ページの２の目標になります。 

この現状を踏まえまして、駒ヶ根市としましては、目標を年平均で月 30 時間、月 30 時間以下

の学校の割合を 100％にするという目標を立てたいと思います。 

ここに黒ポツが３つありますが、今申し上げましたとおり、30 時間以下の割合を 100％にする、

さらに１年間における１か月時間外在校等時間の月平均時間が前年より減少する、毎年毎年少し

ずつでも減らしていきたいという目標になります。 

さらには、時間外在校等時間の縮減により教員にゆとりが生まれ、子どもたちと向き合う時間

を確保する、そういったものを目標といたします。 

５ページになります。 

（２）としましては、ワーク・ライフ・バランスや働きがい等に関する目標ということで、毎

年、先生方にはストレスチェックを実施しておりますが、こちらにおいてはこうストレス者の割

合を 10％まで減少させる、ストレスチェックにおける総合健康リスクの値を 90以下とする。 

ここにあります隅付括弧内の数字は本年度の市内７校の平均数値となっております。この数値

を減少させるというものになります。 

次に３の計画の期間になりますが、令和８年度～令和 10 年度の３か年といたします。 

続きまして４の実施する業務量管理、健康確保措置の内容になります。 

まず「（１）「業務の３分類」〈別表１〉を踏まえた業務の見直し」とあります。 

こちらにつきましては、最後の７ページの裏にあります学校と教師の業務の３分類、こちらは

国から示されているものになります。 

まず一番左のＡの欄ですが、学校以外が担うべき業務、真ん中のＢですが、教師以外が積極的

に参画すべき業務、一番右のＣは教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務となっております。

こちらが国のほうでこうあるべきものであると区分けされている３分類となります。 

本計画につきましては、この３分類全てを掲載してもいいですし、優先的、重点的に取り組む

事項のみを記載してもいいということでしたので、優先的、重点的な取組について記載してあり

ます。 

５ページに戻っていただきまして、まずＡの学校以外が担うべき業務につきましては、１ポツ

目のところですが、登下校時の通学路における日常的な見守り活動、３分類の①の関係ですが、

学校運営協議会などを通じて保護者、地域住民による通学路の見守り活動を今後も推進していき

ます。 

３つ目の白ひし形ですが、学校徴収金の徴収、管理、３分類の③関係になります。 

給食費については赤穂・竜東学校給食委員会で徴収、管理を行います。 

そのほかについては各学校と連携して円滑な業務遂行に努めてまいります。 

一番下の白ひし形になりますが、保護者等からの過剰な苦情や不当な要求等の学校では対応が

困難な事案への対応、３分類の⑤番になります。 

保護者等からの過剰な苦情や不当な要求等のうち法律上の問題については、県のスクールロイ

ヤー制度での法律相談を活用できる体制を校長会等において各校の管理職へ事前周知し、トラブ

ルが大きくなる前に早めの相談、活用を呼びかけることとします。 

続きまして６ページです。 
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Ｂの教師以外が積極的に参画すべき業務になります。 

一番上の白ひし形になりますが、学校の広報資料、ウェブサイトの作成、管理、３分類の⑦の

関係になります。 

学校が保護者へ配布する広報資料については、保護者連絡ツールの活用により事務負担の軽減

を図ることとします。 

続いて２つ目の白ひし形ですが、ＩＣＴ機器、ネットワーク設備の日常的な保守管理、３分類

の⑧の関係になります。 

安全な通信環境を維持するため、ネットワークの安定運用を行うとともに、操作指導や軽微な

設定変更、トラブル発生時の迅速な復旧対応としてＩＣＴ支援員を各校へ配置することとします。 

Ｂの一番下の白ひし形になりますが、部活動、３分類の⑬関係になります。 

引き続き駒ヶ根市部活動地域展開協議会で駒ヶ根市の子どもたちのスポーツ・文化芸術活動の

現状を把握し、活動の成果と課題についての情報共有、情報交換を通して持続可能なスポーツ・

文化芸術活動環境の構築と学校部活動の段階的な地域展開の方向性を協議することとします。 

次にＣの教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務になります。 

２つ目の白ひし形としまして、授業準備、学習評価や成績処理、３分類の⑮⑯関係になります。 

授業準備や採点作業等を補助する教育業務支援員を引き続き各校に配置できるよう、県教育委

員会へ働きかけていきます。 

次に一番下の白ひし形になりますが、支援が必要な児童生徒、家庭への対応、３分類の⑲関係

になります。 

学校へ作業療法士を配置し、心、体、環境の充実を重視したウェルビーイングの観点から、よ

りよい学校環境の実現を目指すこととします。 

続きまして７ページです。 

（２）学校における措置の推進になります。 

５点挙げてあります。 

そのうちの２つ目になります。各学校の教育課程における年間総授業時数や週当たり授業時数

は年度初めの計画段階において実際に必要な授業時数を慎重に検討した上で適切に設定する。 

３つ目ですが、当初の目的が十分に果たされておらず十分な効果が期待できなくなった活動に

ついては再検討を行い、清掃時間やその頻度の調整、放課後活動を勤務時間内で運用できるよう

改善するなど、日課表の工夫を含めた合理的な見直しを進めることとします。 

（３）になります。教育職員の健康及び福祉の確保に関する取組になります。 

３つ挙げてあります。 

まず１つ目、１か月当たりの時間外在校等時間が 80時間を超えた教育職員については、医師に

よる面接指導を適切に行えるよう取り組んでいきます。 

３つ目になりますが、50 人未満の学校も含めてストレスチェック実施率 100％を目指し、実施

後の集団分析結果を活用しながら職場環境の改善を推進していきます。 

４つ目ですが、学校において月に１回以上の定時退校日を設けることを推進するとともに、長

期休業期間中においては７日以上の学校閉庁日を設定するよう取り組むこととします。 

最後、５番、関連する取組、今後のフォローアップについては、５つ記載があります。 

まず１つ目になります。取組を着実に実行するため、学校における教育職員の在校等時間の状
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況を毎年度把握し、その結果を駒ヶ根市のホームページで公表するとともに、教育委員会定例会

及び総合教育会議で報告したいと思います。 

３つ目です。教育委員会は、各学校の状況を確認し、課題が確認された場合は聞き取りや指導

を行います。特に、時間外在校時間が長い教育職員や業務の持ち帰り、休憩時間の確保に課題が

ある学校には、速やかな改善を目指して個別の支援を実施したいと思います。 

最後になりますが、働き方改革が進み、子どもたちと向き合う時間が確保されているかは評価

支援シートを活用して確認することにしたいと思います。 

以上、業務量管理・健康確保措置実施計画の案でありますが、御承認いただいた際には４月の

校長会でこちらを説明させていただいて、教育委員会、学校、また総合教育会議、行政とともに

教育職員の働き方改革のさらなる促進を進めていきたいと思っています。 

以上になります。 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

いろんなところが盛りだくさんに入っています。御質問、御意見をと言っても、どこをどうす

ればいいのかというのはなかなか難しいかもしれませんが、先ほど説明があったように、時間外

勤務の縮減を一つの目標として働き方改革をしてきましょうというのがこちらの計画です。 

だけれども、働き方改革の主目的は時間外勤務の縮減ではなくて、子どもと向き合う時間を確

保する、ということが主目的です。ですので、時間外勤務縮減をして子どもと向き合う時間が確

保できないと意味がないということです。 

教育委員会としてできることはこういうことです。 

学校としてできることは、４月からもう取り組んでいますが、取り組んだ結果、34.03 とか 34.04

くらいまで、何とか月にそこまで落ちてきているということです。県の目標の 45 時間以下という

ところからは 10 時間ぐらい少ないところまで駒ヶ根市の場合は来ているというデータがありま

すので、さらに努力して時間外勤務の縮減を果たしていく、なおかつ子どもと向き合う時間がど

れだけ確保できていくか、そこのところだと思います。 

○木下委員　いいですか。 

○齊藤教育長　お願いします。 

○木下委員　説明を伺った中で、今、教育長先生は時間のことをまず言われたけれども、30時間

を達成するについて、説明の中にもありましたけれども、持ち帰り等の業務は含まれていないと

いうことでしたよね。 

今のお話の内容でいくと、子どもたちと触れ合うこと以外、実際には家に持って帰って業務を

なさっているということで、まずこの辺の持ち帰りについて、どんな内容のものを持ち帰ってい

るのか、今説明してくれなくていいですけれども、これから各学校に問合せして、何時間分くら

いを持ち帰っているのか聞いていただきたい。 

そういうのを把握していただいた上で、これから取り組むべきことという内容がありましたけ

ど、逆に現場の先生方の要望みたいなものも少しは反映されているのかどうか、これから反映し

ていけるものなのか、教職員組合からの要望書も毎年１回出てきますけれども、ああいう内容を

少し反映してあげないと先生たちの負担軽減にはつながっていかないのかなと思うので、各学校

の校長先生なりを通して要望が少しでも反映できる内容にしていければいいのではないかと思い

ます。 
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国や県からは違うものが出ているかもしれませんけれども、現場の声を少しでも反映していた

だけるとありがたいかなと思います。 

○唐澤教育長職務代理者　似たようなことですけれども、５ページ６ページの内容は３分類のや

つを具体的に当てはめてやってあるのだと思うけれども、それを決めるのに現場の声とかは聞か

れているのですか。 

○塩澤学校教育係長　現在やっていること、これからやりたいことを列記してあります。 

学校からの意見を反映して取り入れたものもあります。 

○唐澤教育長職務代理者　例えば６ページの教師の業務だが負担軽減を促進すべき業務という

ことで、テストの採点などを教員業務支援員に任せるとあるけれども、やっぱり採点というのは

先生からしたら生徒の理解度を見るためのもので、ただ丸バツで点数をつけるだけとか、そうい

う部分じゃないと思いますが……。現場の声が反映されているのかということを思いました。 

あともう一つ、いいですか。 

○齊藤教育長　どうぞ。 

○唐澤教育長職務代理者　新たな人材の配置や、それにはまた別の費用がかかると思うし、結構

外部との調整が必要なことも増えてくると思うのですが、それは市でやるということですか。 

○塩澤学校教育係長　市と学校と連携して……。 

○唐澤教育長職務代理者　いろいろな仕事も増えるし、管理職の方は新たな負担がいっぱい出て

くるのではないかと、最初はみんなそうなのかもしれないですが、管理職の負担が結構大きいの

ではないかと思います。 

○齊藤教育長　具体的な例を挙げると、先ほど唐澤さんが言ったような教員業務支援員の活用の

中の採点業務、これは業務ではないです。採点すること、これは教員がきちんとやります。 

ただ、そのデータを入力するとか、それは教員業務支援員にお願いしてもいいです。まさに丸

バツをつけるのは教員の仕事ですから、習熟度も含め、そういうものは教員がきちんと見るけれ

ども、採点作業のうちのデータ入力、数値入力みたいなものは教員業務支援員にお願いしてもい

いと、細かいことを言うとそういうことです。 

その下に書いてある例えばキャリアフェスとか職場体験とかいうのは、教育委員会の指導主事

が中心に行って、学校の担当と連携しながら行い、市役所全部を含めて、主には教育委員会がほ

ぼ形をつくっているような状況で子どもたちに学ばせる、そういうのを負担軽減の一つとしても

う既に行っているところです。 

それで、各学校では、すでにいろいろなことを考えています。今日の新聞でもいろいろ出まし

たけれども、例えば小学校では、１単位時間 45 分を 40 分授業にして５分生み出して、25 分の全

体で使える時間とか、復習に充てる時間とか、個別指導に充てる時間とか、個別で子どもと向き

合う時間を確保する、中学でいけば、１単位時間を 45 分にしてそういう時間を生み出すとか、あ

るいは５時間授業の日を増やして、50 分なり 45 分なりを確保してそういう時間に充てるとか、

いろんなことをやり始めているのが実際のところです。 

子どもと向き合う時間というのは、そうやって時間を確保するということですので、やろうと

していることは少しずつできてきているけれども、実際に、来年から小学校は 40 分になるのか、

中学校は 45分にしてその時間を生み出すのか、５時間の日が増えるのかというのは、まだこちら

のほうでも把握できていない状況ですが、そういう話題は校長会でも出ています。 



- 13 -

○木下委員　例えばですけれども、小学校の中で 40 分授業の学校があったり 45 分授業の学校が

あったり、別に市内の学校が統一でなくてもいいという考えですか。 

○齊藤教育長　教育課程編成は、結局、校長裁量ですので、校長がどう考えるかということです

けれども、市全体としてやるとすれば、作業療法士と同じように、やっぱりモデル校的なものを

一回つくってやるというのも一つの手かなと思います。そうすると、こういう成果と課題があり

ます、だけど成果のほうが多いですとなったときには他校にも紹介していけます。 

一つの市ですので、できれば同じようにできればいいかとは思いますが、そうはいっても、東

中学校と赤穂中学校では教育環境が異なりますし、学校の規模も異なります。教員の数も関係し

てきます。あくまでも校長の裁量でやっていくのが教育課程編成です。 

実は、この業務管理の関係については上伊那の各市町村でも今まさにやっている最中で、どう

いうふうに進めていったらいいのを教育長部会とか市町村教育委員会連絡協議会の中でも話題に

なってくるかなと思います。 

今日見ていただいて、細かいところは、また校長会で変更しながら、これは走りながら実態に

合わせ直していかなければ仕方ないです。県立高校や中学、県のものを参考にさせてもらい作っ

たたのが実際のところです。４月からスタートを切りますので、これで進めながらどんどんアッ

プデートしていくしかないです。駒ヶ根市の実情、やはり人が替われば実情も変わりますので、

そんなことですかね。 

○唐澤教育長職務代理者　いいですか。 

○齊藤教育長　どうぞ。 

○唐澤教育長職務代理者　授業以外の時間で、生徒への指導みたいなこと、そのほかには、何か

が起きるかもしれない、そういうことを一生懸命にやろうと思ったら時間外になってしまうので

はないですか。 

○齊藤教育長　そうですね。 

○唐澤教育長職務代理者　我々は世代のイメージで言ったら、先生は、授業もそうだけれども、

指導をよくしてくれた、そういうイメージです。 

○齊藤教育長　実際のところでは、多分、保護者とお話をしなければならないとか、保護者対応

がある場合には、もう午後６時過ぎる、スタートが午後５時半とか６時とか、そうなってくると

思います。じゃ３時に来てくださいとか、勤務時間内に来てくださいと言っても、なかなかこれ

は、保護者と御相談させてもらわなければいけないということです。子どもと話をするのは通常

の時間内でできると思うけれども、実際にはそんなことが起きます。 

○唐澤教育長職務代理者　ひどい場合には、管理職とか教育委員会が対応するみたいになってし

まいますけれども、日常的にそういうことは結構ありますよね。 

○齊藤教育長　そうですね。おうちへお邪魔したりする、そういうのも含めて……。 

教育委員会、課長さんたちもできるだけ連絡を取ってもらい、こちらへつないでもらう場面や

ケースというのは多くありますので、教育委員会としても連携しながらやっていくということが

一番本当にいい形かなと思っています。 

○小池委員　いいですか。 

○齊藤教育長　お願いします。 
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○小池委員　計画を変えてくれとか、そういう話ではないですけれども、３ページ４ページの表

に数値が載っているけれども、先ほどからいろいろ話が出ているように、持ち帰り仕事であると

か、父兄との夕方の話合いとか、もろもろあって、これが全ての実数なのかなというのは、先生

たちは影で一生懸命働いている部分があるかと思います。 

４ページの真ん中にも一部出ていますけれども、超過勤務時間の多い先生は、役職であったり、

学年であったり、学年の規模であったり、あとは支援する児童生徒が多いとか、いろいろな要因

があるかと思うけれども、これが実数じゃないという話ではないけれど、そういうところを分析

していけば何かが見えてきて、超過勤務の多い先生方は何を負担に思ってやっていらっしゃるの

かというのは出てくると思うので、そこら辺の分析は必要だなと思うところはあります。 

それと、それに関連して、やはり一番先生たちを常に見ていらっしゃる学校の管理者の方だっ

たり学年主任の先生方だったりが現場の様子や、先生個人のどんな内容かなど、毎日手に取るよ

うに見えているかと思うので、一人で抱え込まないように、そういう先生たちと定期的に面接し

てもらったりして現状を吸い上げて対応策を話し合ってもらうとか、そうすればストレスだとか

非行の未然防止にもつながるかと思いますので、そういった指導をぜひお願いしたいということ

です。 

最後に、すみません、もう一つ、先生方個人にも、今はこういう取組をしているとか、超過勤

務時間を減らすためにどんな工夫が必要なのかということを研修等で周知して、先生方個人にも

そういった認識を持ってもらうことが大切かと思うので、そんな取組もお願いできたらと思いま

す。 

以上です。 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

そのほか、いかがですか。――よろしいですか。 

それでは、今御意見いただいたことプラス、先ほども言いましたが、アップデートしながらやっ

ていきたいと思いますので、また校長会で確認しながら、新しいもの、あるいは学校の実情もお

聞きしてアップデートしながらやっていきたいと思います。そんなことでよろしいですか。 

ありがとうございました。 

それでは、５番の協議事項はこれで終わりにして、次に進めたいと思います。 

 

６　報告事項 

（１）令和８年度公益財団法人駒ヶ根市文化財団の事業計画及び予算について 

○齊藤教育長　報告事項に参ります。 

文化財団の事業及び予算について、お願いします。 

○木下社会教育課長　それでは、９ページからになりますけれども、駒ヶ根市文化財団の令和８

年度の事業計画等につきまして実施計画で説明させていただきます。 

10 ページから御覧ください。 

「はじめに」というところからでございますけれども、令和８年度事業実施計画として、駒ヶ

根市文化財団ですが、地域の文化芸術活動及び生涯学習活動の拠点施設である総合文化センター、

それから竜東地域の天竜かっぱ館の管理運営、また隣接しています赤穂公民館、これは地域交流

センターホールでありますけれども、その文化芸術に関わる催事運営を財団の初期の目的を常に
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念頭に置いて運営に努めてまいるというものでございます。 

総合文化センターは開館 40 年の節目となる年です。文化会館では開館 40周年記念事業を実施

して、選りすぐりの舞台公演を行うという形でございます。 

指定管理期間でございますが、令和８年度からが新たな指定管理期間となりまして、総合文化

センター、それからすずらん公園、地域交流センター、天竜かっぱ館、いずれも令和８年度から

12年度までの５年間ということであります。 

それから、次の各館の運営方針でございますけれども、総合文化センターにつきましては、文

化会館、図書館、博物館の３館で総合文化センターは構成されておりますが、お隣の赤穂公民館

をはじめ、関係機関、それから各団体との相互協力を行って利用者目線に立った管理運営を継続

し、施設の安全管理業務を徹底していくというものでございます。 

令和６年度からの屋根、外壁、それから空調設備等の施設の大規模改修は終わりまして、リ

ニューアルされた施設の保全管理を行いながら快適な利用に供するよう努めてまいるということ

でございます。 

それから、職員の資質向上ということを本年度はうたっております。 

当然、各館の専門技術員研修を実行しながら、コンプライアンス等のビジネススキルも身につ

けましょうということで、職員の人材育成を図っていくということです。 

それから、情報公開関係では、ホームページがなかなかリニューアルできていないということ

になっております。そういった点の改善、それからＳＮＳ――インスタグラムになりますけれど

も、これを令和７年度に開設いたしました。そういったことで情報発信を行って利用者の利便性

向上等に努めてまいりたいということです。 

11 ページを御覧ください。 

上の文化会館であります。 

自主事業につきましては、市民に優れた芸術鑑賞の機会を提供していくということで年間 17 本

の事業を実施して 9,000 人の観客動員を目指していくということです。 

それから、演目等につきましては、また後ほど説明いたしますけれども、翌年度以降のものは、

利用者、それから関係者から寄せられた意見や会議等で出された意見を基に優れた芸術鑑賞の機

会を提供できるように選定していくこととしております。 

開館 40 周年記念では通常年では実施できない大型事業を開催するということと、10 年前の 30

周年もそうだったのですが、市民企画公募型事業というものを実施いたします。これは、企業と

市民の方から音楽や舞台芸術などのやりたいというものを募集しまして、市民の皆さんに会場提

供、その補助を行うような交付をして地域の文化芸術活動を盛り上げていきたいというものであ

ります。 

芸術鑑賞教室については子どもたちが文化芸術に触れられるような事業を実施していくという

ものであります。 

地域交流センターホールと文化芸術関係の部分で連携を図り、両施設を使った年間利用者を６

万人にしたいということでございます。 

次に３番の地域交流センターについては公民館と連携調整して対応していくというものでござ

いますので、御覧ください。 

それから、次の図書館でありますけれども、第４次駒ヶ根市子ども読書活動推進計画を基に目
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標を掲げて取組をしていくという中で、ブックスタート、セカンドブック、サードブック、こう

いった事業を通して子どもたちの読書活動の支援を行っていくということです。 

それから、誰もが利用しやすい図書館づくりを目指してサービスの充実を図っていくというこ

とです。 

それからまた、利用者サービスとしてレファレンスの関係も充実させて地域から信頼される生

涯学習の拠点施設を目指すということであります。 

12 ページを御覧ください。 

今、電子図書館というものがございます。県との協働事業です。それから、小中学校の図書館

との連携を深めてサービス向上を図っていくということでございます。 

それから、次の博物館でありますけれども、地域に根差した総合分野の博物館ということで、

郷土の歴史、民俗、自然、こういったものに加えて、芸術等についても調査研究を行っていくと

いうことで、主催、共催等の各種展示を行いながら、文化芸術、それから自然環境保全等に対す

る市民の意識が高まるように努めていくということでございます。 

ポツの３つ目でございますが、収集資料が 12万 5,000 点あるということで、この資料の整理、

それから、収蔵庫にたくさんの資料がございますが、耐震対策を含めて適正な保存方法を検証し

ながらデジタルアーカイブ化を進めていくように検討を行っていきます。 

それから、駒展、ジュニア駒展につきましては例年どおり開催して、特に子どもたち、児童生

徒の美術活動に対する育成を図っていくものとします。 

次に、郷土館、民俗資料館、登戸研究所平和資料館の展示内容等につきましては、今リニュー

アル等をかけているものもございますけれども、私ども教育委員会と一緒になって随時展開でき

るように努めていくとしております。 

次の天竜かっぱ広場ですが、有効活用が求められておりまして、地域活用の支援を行っていく

ということでございます。常設展示は令和７年度から少し見やすい展示に変えておりますけれど

も、こういったもので特別展示等も行っていくということです。 

それから、かっぱ広場の有効活用は、実施事業的にはこどもかっぱ祭りを含めますけれども、

音楽広場ですとか花火等が開催されるということもありますので、各団体に広場を提供していく

ということでございます。 

年間の利用者目標は 5,000 人とします。 

次に、13 ページのすずらん公園については御覧いただきたいと思いますけれども、公園の環境

整備等を行っていくということであります。 

文化財団奨励賞につきましては、顕著な成績を残せるような文化人、文化団体の表彰等を行っ

ていくというものになります。 

財団事業奨励賞はジュニア駒展の際に入選者を表彰するというものでありまして、特定資産と

書いてありますけれども、文化財団で持っている預金の利息を使った事業で実施するようになり

ます。 

14 ページを御覧ください。 

令和８年度の自主事業計画であります。 

市民参加型をはじめ、通年行っている市民の事業、郷土芸能まつり、市民音楽祭、それから地

元の団体、劇団等との共催事業などが行われます。 
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中段からの下に「鑑賞型」と書いてありますけれども、40周年記念事業として、大きくは、佐

渡裕さんの指揮される新日本フィルハーモニー交響楽団、これが一番の目玉でございます。次に

野村萬斎さん親子３代による狂言、それから、もう一つ下に桑原志織コンサートとありますが、

2025年のショパンコンクールで第４位になったピアニスト桑原志織さんのコンサートも行うとい

うことであります。 

その下に「未定」と書いてありますけれども、ここが市民企画公募型事業ということで、その

事業費を見ていただきますと、100 万円ということであります。１団体 30 万円を限度に、会場は

ホールを無料使用、それから文化財団の職員も手伝いながら、市民が自主的にやっていただける

ものを公募し、数が多ければ選定して行っていくということであります。 

右から２番目の列に 1,500 万円とありますけれども、通常、自主事業に対して市から自主事業

費として指定管理料を出すのは 1,000 万円でございますが、今年度は 40 周年ということもありま

して、この下の欄にあります市文化振興基金、3,015 万円が令和６年度末の残高となっております

が、ここから 500 万円を取崩し、合わせて 1,500 万円として令和８年度の 40 周年事業を行うとい

うものであります。 

続いて 15ページを御覧ください。 

令和８年度の事業計画及び収支計画であります。 

左のほうの区分の事業でありますけれども、これが各館の指定管理料という形になっておりま

す。 

収入を充てるものは文化会館、かっぱ館の観覧料収入や入館料収入がありますけれども、予算

については、指定管理料が市のほうからそのまま支出のほうに行っているように、それで賄うと

いう形になっております。 

それから、施設管理、法人運営ということで、支出を御覧いただきますように、３番目の維持

管理業務の支出で人件費１億 4,300 万円余になっております。1,000 万円余の増額になっており

ますけれども、これは近年の給料改定によりまして人件費が上がっているということでございま

す。 

その右側、指定管理料の計が 6,064 万 8,000 円ということで、維持管理費の指定管理料、補助

金につきましては人件費１億 4,668 万 7,000 円という形になっております。 

公園管理業務は御覧いただくように 300 万円余であります。 

合計の欄、右の一番下のところになりますけれども、事業費関係と合わせた指定管理料が 9,030

万円余、補助金が先ほど申したように１億 4,600 万円余ということで、合計２億 3,700 万円が次

年度――令和８年度の指定管理料としての市の負担であります。 

16 ページ以降につきましては、正味財産増減予算書ですとか収支予算書、複式簿記のものを参

考につけてありますので、また御覧いただきたいと思います。 

説明は以上になります。 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

それでは質問をお受けいたします。いかがでしょうか。――いいですか。 

それでは、また後刻お目通しをお願いします。 
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（２）令和８年度一般財団法人駒ヶ根市給食財団の事業計画及び予算について 

○齊藤教育長　続きまして給食財団の事業計画及び予算、お願いします。 

○水野子ども課長　お手元の資料の 21 ページからになります。 

22 ページを御覧ください。 

給食財団ですけれども、安全・安心でおいしい給食を提供し、子どもたちの思い出に残る給食

作りに取り組んでおります。 

令和８年度は、赤穂、赤穂南、竜東の３つの学校給食センターと中沢、東伊那、北割、美須津、

赤穂の５つの保育園で給食調理業務を行っていきます。 

衛生管理を徹底して、アレルギー対応ですとか地元農産物活用への協力、職員のスキルアップ

に取り組んで、子どもたちの食体験を支援していきます。 

また、教育委員会で取り組んでいる食育推進事業にも積極的に協力し、子どもたちの健やかな

成長に貢献できるように取り組んでまいります。 

ローマ数字１番の運営方針ですけれども、１つ目は関係機関と連携して給食調理業務を行うこ

と、２つ目は衛生管理を徹底して安全・安心でおいしい給食調理に努めること、３つ目は食育推

進事業に協力すること、４つ目は地元農産物利用の促進に協力する、この４つの柱で運営してま

いります。 

ローマ数字の２つ目、業務計画ですけれども、運営方針に従いまして次のことに取り組んでま

いります。 

１つ目が３つの給食センターの給食調理業務です。２つ目が５つの保育園の給食調理業務及び

給食用食材の調達業、３つ目は職員の知識の習得や調理技術の向上、人材育成や職場環境の改善

への取組、４つ目は食育推進のための事業への協力になります。 

続いて 23ページを御覧いただきたいと思います。 

収支予算書になります。 

まず、一番上のローマ数字１番、一般正味財産増減の部の１　経常増減の部を御覧いただきた

いと思います。 

（１）の経常収益のうち受取補助金等の受取地方公共団体補助金ですけれども、1 億 9,965 万

4,000 円となっておりますが、前年度比で 1,634 万 6,000 円の増額となっております。これは市

からの補助金になります。職員の人件費に充てるものであります。 

次にその下の受取負担金になりますが、381 万 1,000 円で、前年度比で 15 万円の減額となって

おります。こちらにつきましては市からの補助金で、給食財団の業務のうち人件費以外の経費に

充てるものになります。 

次に（２）番の経常費用ですけれども、こちらは２億 346 万 5,000 円で、前年度比で 1,619 万

6,000 円の増額となっております。 

増額となった主な科目ですけれども、給料手当が１億 4,60 万 8,000 円で、前年度比で 1,126 万

7,000 円の増額となっております。こちらは人事勧告を人件費に反映させたことですとか定期昇

給分が増額となったことが主な要因であります。 

その下の臨時雇賃金ですけれども、3,062 万 1,000 円で、前年度比で 317 万円の増額となって

おります。こちらは臨時職員１名が増加したことや時給がアップしたことなどが主な要因であり

ます。 
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その下の法定福利費ですけれども、こちらは 2,470 万 5,000 円で、前年度比 190 万 9,000 円の

増額となりました。これは社会保険、労働保険が給料や賃金の増加に伴い増加となっております。 

次に 24 ページを御覧ください。 

ローマ数字３番、基金増減の部ですけれども、300 万円が計上されております。こちらは設立時

の市からの拠出金になります。 

説明は以上になります。 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

給食財団の関係、よろしいですか。 

○赤羽教育次長　幼稚園のことは……。 

○水野子ども課長　令和７年度で赤穂南幼稚園と下平幼稚園が閉園しましたので、令和 8年度か

らは業務もなくなります。 

○齊藤教育長　よろしいですか。 

ありがとうございました。 

それでは進めます。 

 

（３）令和８年度子ども課年間事業計画（年歴）について 

○齊藤教育長　３番、来年度――令和８年度の子ども課の年間事業計画――年歴について、お願

いします。 

○塩澤学校教育係長　それでは 25 ページを御覧ください。 

３月 23 日現在の令和８年度の年間計画になります。 

各小中学校からの年間計画と市のほうの会議、行事等をまとめた表になります。 

全てまとまった時点のものをまたお示しさせていただければと思います。こちらは３月 23日現

在のものです。 

以上となります。 

○齊藤教育長　これもまた、お目通しいただいて、何かあれば事務局に連絡いただきたいと思い

ます。 

○赤羽教育次長　最終確定は４月の校長会ですか。 

○塩澤学校教育係長　そうです。 

○齊藤教育長　はい、４月の校長会にて最終確定します。 

随所で話題に出てきますが、７月１日が上伊那町村教委の総研修会です。上伊那の研修会を駒ヶ

根市で行いますので、よろしくお願いします。 

それでは進めます。 

 

（４）駒ヶ根市教育委員会事務局関係職員人事異動について 

○齊藤教育長　教育委員会事務局の人事異動関係、お願いいたします。 

○赤羽教育次長　26 ページをお願いいたします。 

これ以降のページに市の職員全体の人事異動の内容が掲載してございますが、教育委員会関係

だけかいつまんで説明させていただきます。 

まず１の人事異動の方針の中の（２）の下のところに隅付括弧でくくられておりますが、「教育
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委員会」とありまして、御存じのとおり令和 10 年度に第 82 回国民スポーツ大会のホッケー競技

が駒ヶ根市で開催されるということで、それに向け、令和９年度のプレ大会、あるいは本大会の

成功に向けて総合的な推進体制を確立し、市民への機運醸成及び競技普及を図るために国民ス

ポーツ大会推進調整幹、これは課長級になりますけれども、課長級職員の配置をいたします。 

ということでありまして、４のその他のところでございます。 

さらに、これまで国民スポーツ大会が準備室だとか準備担当という「準備」という文言であっ

たものを、準備段階から推進段階へ移行するということで、社会教育課の国民スポーツ大会の準

備担当幹が推進担当幹、準備室長が推進室長と名称が変わるところであります。 

教育委員関係はその後のページからになります。 

以下資料に沿って説明。 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

よろしいですか。 

それでは進めます。 

 

（５）行事共催等承認申請の専決処分について 

○齊藤教育長　行事共催等の承認申請の専決処分について、倉田係長、お願いします。 

○倉田教育総務係長　それでは 33 ページをお願いいたします。 

前回の定例教育委員会から今日までの間に申請がありましたのは、共催１件、後援 13件の合わ

せて 14件になります。 

それで、共催につきましては、表の真ん中より少し上くらいのところの「第 47 回北信越国民ス

ポーツ大会（バレーボール競技（ビーチバレーボール））」が共催になっております。 

こちらは全て承認になっておりまして、そのうち１件が新規、下から５番目「オクトカントゥ

ス「真夏のオクテット」2026 駒ヶ根公演」、これはいのちのＷａ！コンサートのオーケストラメン

バーを中心につくられた団体でして、バイオリン、ビオラ、チェロの演奏を行いたいということ

で、新規で上がってきております。 

以上です。 

○赤羽教育次長　北信越国スポについて少し話をしてもらえたら… 

○木下社会教育課長　そうですね、北信越国スポにつきましては、本年度に入って県のほうから

駒ヶ根市でビーチバレーボールも受けていただきたいという申入れがありました。それを受けて、

県内で唯一競技場を持っているのが駒ヶ根市ということもありまして、今回、県のスポーツ協会

から申請が上がってきているということでございます。 

北信越大会は、全体的にも長野県が開催当番ということで決定をしておる中での駒ヶ根市への

依頼でございましたので、受けさせていただきたいということでございます。 

以上です。 

○赤羽教育次長　本国スポは高森町ですよね。 

○木下社会教育課長　本国スポは高森町になります。まだ競技場が出来上がっていないというこ

とで、駒ヶ根市が受けたということでございます。 

○齊藤教育長　よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 
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○齊藤教育長　それではその他に参りますが、いいですか。 

 

７　その他 

（１）令和８年度市内小中学校入学者数について 

○齊藤教育長　小中学校の入学者数について、塩澤係長さん、お願いします。 

○塩澤学校教育係長　34 ページを御覧ください。 

令和８年度の市内小中学校の入学者数になります。 

合計を見ていただきまして、小学校につきましては 204 名、中学校は 258 名、合計が 462 名と

なっております。 

下段にあります令和７年度と比較しますと、下の表の右下に合計 521 名となっておりまして、

比較しますと 60名減となりますが、令和７年度は赤穂小学校の１年生が例年になく多い年で、１

クラス多い４クラスでしたので、令和７年度の数は例年になく多い数となっております。 

ちなみに、令和６年度と比較しますと、令和６年度が 480 名でしたので、減少はしております

が、通常の減少数に戻っているということになります。 

また、教育委員の皆さん方には入学式の告辞の御対応をよろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

○齊藤教育長　ありがとうございました。 

よろしいですか。 

前回話した 25人規模学級――ニコニコ学級、確認しまして、25人規模学級ですが 30人以下の

学級にすると、人数は 30人以下、そういう県の事業でした。 

25 人規模学級という名前だけれども、児童は 30 人以下、本来は 35人以下学級なのだけれども

30人以下の学級にするということで、赤穂小学校の１年生が該当になるということです。 

 

（２）令和８年度教育委員会定例会・臨時会の開催日程について 

○齊藤教育長　それでは、令和８年度の定例教育委員会、臨時会の開催について、倉田係長、お

願いします。 

○倉田教育総務係長　35 ページをお願いします。 

こちらは以前出させていただいたものと同じです。 

６月と７月のところに色が塗ってありますけれども、こちらは会場が変わってくる可能性があ

ります。今のところはここで、ほかの会場と調整がつきそうなのですが、まだ確定にならないの

で、御案内のほうでは確定になった会場でお知らせしたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

日程は変わりません。 

以上です。 

○齊藤教育長　それでは、また会場については確定したところで御案内申し上げるということで

す。 

日程のほうは御予定をお願いします。 

それでは続けます。 

 



- 22 -

（３）新任校長紹介に関わる分担と人事通知文書交付式について 

○齊藤教育長　新任校長の紹介に関わる分担と人事通知書の交付式について、倉田係長、お願い

します。 

○倉田教育総務係長　それでは 36 ページをお願いします。 

新任校長の紹介に関わる関係の分担についてですけれども、前回の臨時会のときにお話しさせ

ていただいた４月１日の分担ですけれども、そのとき決めていただいたように、赤穂南小学校、

中沢小学校、東伊那小学校、東中学校は新しい校長先生になりますので、それぞれ、教育委員さ

んには当日行っていただいて紹介していただくのですが、赤穂南小学校は唐澤さん、中沢小学校

は木下さん、東伊那小学校は教育長、東中学校は小池さんという分担になります。 

４月１日の朝８時 40 分から新任の校長先生と教頭先生の辞令交付式がありますので、そちらへ

も参加いただくように、８時 40 分からなので、８時半前くらいにはお越しいただいて、市長応接

室で行いますので、そちらへ出席をお願いしたいと思います。 

出席していただいた後、学校に行っていただいて校長先生の紹介をしていただくような形にな

ります。 

○小池委員　８時半にどこにいればいいですか。 

○倉田教育総務係長　市長応接に来ていただいて…… 

○小池委員　わかりました。 

○倉田教育総務係長　はい。 

それで、次に４月６日の入学式ですけれども、こちらは分担表のとおりとなっております。 

学校から１日と６日の流れを書いたものをいただいておりますので、そちらはまた後ほどお渡

しします。 

告辞についても今日持ってきておりますので、そちらもお渡ししますし、またデータが必要と

いうこともあると思いますので、メールで送らせていただきますので、参考にしていただければ

と思います。 

当日はスーツで来ていただければと思いますので、お願いします。 

以上です。 

○齊藤教育長　４月１日の関係はよろしいですか。 

また学校に行ったら学校に行ったで、向こうで何か準備していますので、校門のところに並ん

でいたり、職員室に並んでいたり、職印受渡しの儀というのがあって立ち会ってくれというとこ

ろもあると思いますし、向こうから言われたとおりにやってもらうという感じになると思います

ので、よろしくお願いします。 

この件についてはよろしいですか。 

○木下委員　すみません。新しくお見えになる校長先生の経歴みたいなものはありますか。 

○倉田教育総務係長　今年から校長先生御自身からいただくようにしていて、新しい校長先生に

依頼しております。各校で引継ぎが済んだ後、こちらに持ってきていただくようになっているの

で、でき次第お送りします。お願いします。 

○木下委員　よろしくお願いします。 

○齊藤教育長　いいですか。 

明日がほとんどの学校の校長の引継ぎになっています。終わったら教育委員会に寄ってもらえ
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るようにしてあります。中沢小学校だけはあさってかな、そんなことでお願いします。 

それでは、今その他の（３）番まで終わりました。 

そのほかに連絡をお持ちの方はいらっしゃいますか。――よろしいですか。 

全体を通して御質問等ございましたら……。――よろしいですか。 

 

８　閉会 

○齊藤教育長　それでは、長時間ありがとうございました。 

それでは、これで第４回定例教育委員会を閉じます。 

御苦労さまでした。（一同「御苦労さまでした」） 

午後４時１８分　閉会 
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